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古代信仰の原初の姿（仮説）
刈谷市 酒井 誠

１ はじめに

日本でも諸外国においても、古代人の信仰はいきなり神の存在を持ち出すのではなく、

我々が一つの生命体として動物的な儀式などを伴わない自然な行動をとっていたとする

と、自分や仲間の幸せを心より祈り、願い、より良い行動をしていたと思うのである。こ

の祈りという言葉が曲者で、現代人は祈りと聞くと条件反射のごとくに、神という存在を

想起する。しかし、祈りは願いであり、自分自身に対しての誓いである。それは自分との

対話でもある。古代人は、自分の外にある世界に対処したときに、生きるために思いどお

りに行かないことが山のようにあったことであろう。どうしても生きるために自らを粉に

して頑張らねば克服できないことがあったのだ。自分一人だけではなく、多くの集団がこ

ぞって戦わねば果たせない課題もあった。神の存在を意識していたかどうかはわからない

が、その神に祈ったからと言って大切な課題が解決したとは思われない。神に祈って課題

を克服できるとは思っていなかったはずである。そんな生易しい現実ではなかった。自ら

の持てる力を引き出すことがすべてであった。

そのために身近にある環境の磐座、美しい山の見える場所、大河の流れるほとり、滝の

迫った聖地、大樹の根元などを求めて、困難の克服の祈りをささげる場所にした。その場

所では、祈りの儀式が終われば、再び苦しい現実が待っているからこそ、祭祀が終われば

すべて自然に戻して、片づけられた。日本の各地にはそうした場所が山のようにあったこ

とであろう。今ではやすやすとは見つけられないが、そうした痕跡を見ることができる。

今回は、その痕跡として３種類を考えている。

一つは、諏訪地方に見られる「穂屋」信仰である。実際には、古代まで文献上でたどる

ことはできないが、こうした「穂屋」が古代信仰までつながるのではないかと考えている。

「穂屋」は、現在では、武田軍が狩りをした後で、甲冑を脱いで、粗末な「穂屋」の中に

集い、祈り、神と一体になって食事をすることで、自分たちの生きる活力を養ったところ

と考えられている場所である。

二つ目は、九州以西の吐噶喇列島、奄美諸島、琉球列島に見られる、「アシャゲ」と「神

アサギ」なるものの存在である。

三つ目には、各地に細々と残っている「オハケ」である。この言葉は、どこからできた
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言葉すらわからないが、現代でも生きている言葉なのである。

２ 「穂屋」について

「穂屋」は、なぜか諏訪地区にしか伝わっていない。多くの男子が集い、一応囲いはあ

るものの粗末な小屋で、祭祀の時だけに建物の周りを「薄」で覆い、その中で儀式を行い、

現代の直会のように食事をするのである。一般に神社の近くに建てられており、もちろん

普段ではその場所に参拝する人などいない。

（１）御射山神事（原山さま）：諏訪本宮大社前宮

現在、御射山社では毎年８月、数え年で２歳になる子どもの厄除や健康を祈願する「御

射山社祭（はらやまさま）」が行われる。人生最初の厄年になる子どもが、「食中毒や寝冷

えなどで腹を病まぬように、そして知らぬ間に身についた罪や穢れをドジョウに託して川

に流す」という風習である。

＜穂屋、中で儀式が行われる＞ ＜神輿の下をくぐると健康成就になる＞

（２）御射山三社（上伊那郡箕輪町）

御射山三社では「仮社」としての「穂屋」を設けて、祭祀の際には「薄」で周りを囲ん

で、外からは見えないようにし、多くの人が同じ時を過ごし酒を酌み交わす。

（３）高遠町の穂屋（下伊那郡下条村）

高遠町では、10月に穂屋まつりが執り行われ、社殿近くの名もなき小屋を「薄」で覆い

祭儀が行われる。松尾芭蕉の歌の中に「雪散るや、穂屋の薄の、刈り残し」（句碑。長野
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市刈萱堂西光寺にて）とある。

３ アシャゲと神アサギ

（１）アシャゲとは、奄美大島と加計呂麻島で見られる、昔の村の祭祀形態の一つで、ミ

ャーと呼ばれる場所にて、アシャゲなる祭祀場が営まれる。祭祀の中心は、ノロとい

う王族や地方の統治者の親族がついている。世襲制で、祭政一致と言われるものだ。

（２）沖縄には御嶽と呼ばれる集団の祭祀場所があり、その近くや自宅周りに「神アサギ」

と呼ばれる祈りの場が見られる。入口は、建物の下から滑り込むようにできている。

外から人々が見られないように隔離したつくりになっている。吐噶喇列島においても
と か ら

見られる。

（３）奄美諸島、吐噶喇列島、琉球列島では、本土の信仰が入ってきていないので、神社

や寺が少ない。（キリスト教会は多い。）

＜奄美大島のアシャゲ＞ ＜沖縄の神アサギ＞

４ 中部地区以西に残る謎の「オハケ」

中部地区以西にオハケなるものが残る。私は、昔からある簡易の社ではないかとみてお

り、儀式が終われば取り壊される。カタカナで「オハケ」と表記するが語源がどこにある

のかわからない。次にいくつかの場所を例示する。

（１）京都祇園祭の八坂神社のオハケ

八坂神社の別名は三条御供社で、この三条御供社は三条通の中にある境外末社で、オハ

ケは７月の祇園祭の最中にしか作られない。神輿は、御旅所に入る前の氏子町内を巡行す

る際に必ず立ち寄り、御旅所に入って寺町の旅所に鎮座する。

＜三条御供社、別名：又旅所＞ ＜無言参りの御旅所：四条寺町＞
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三条御供社の一角に「オハケ」なる場所が臨時にできて、八坂神社から出たお神輿が神

事を行う。祇園祭の発祥の地だから、祇園祭の際、本宮として必ず神社の神事の前に関
もとみや

係者が訪れる。他に御所内の宗像神社の一角にある少将井神社や大政所旅所にも祇園祭の

発祥の場所として、神輿が参拝をする。祇園祭が終わると、この「オハケ」は片づけられ

る。ここは八坂神社ができる前の、西暦869年に疫病が流行した時期に、「66基の鉾を建て

た」場所であり、神泉苑の一部だった。それを私は、神社のできる前の姿と見た。

八坂神社が出来る以前は、祇園社と呼ばれていた。「祇園神社」ではなく「祇園社」な

のである。

（２）広島県竹原市田万里八幡神社に伝わる神事のオハケ
た ま り

（３）徳島県三好市「旧東祖谷山村」神社のオハケ

（４）愛媛県大三島の大山祇神社のオハケ

（５）福井県沓見御田植祭りのオハケ

（６）別府市北鉄輪天満神社のオハケ

＜神社の祭礼の中心になる個人の家に神が ＜個人の家にオハケの場所が作られる＞

降臨するオハケの場所ができる＞広島 福井

４ まとめ

古代から近畿地区を中心として祭礼の儀式形態が作られたが、いつの間にか忘れ去られ

てしまい、諏訪や京都などの祭礼の一部に祈りの臨時の場所として「穂屋」や「オハケ」

が設けられる。こうしたところが各地に残っている。特に奄美大島以西の地域には、現在

になっても神社や寺は少なく、古代から続くノロ、ユタによる信仰があるのは、ヤマト政

権の勢力が及ばなかった地域であるからと思われる。つまり、これらは、神社が作られる

以前に祈りをささげた「社」の名残であろう。そうした場所を国家統制の方策のためにヤ

マト政権や有力者が奪い取り、次第にしっかりした「神社」を建てるとともに、神を作っ

たと考える。

ヤマト政権の神社神道の創作から活用の歴史（仮説）
刈谷市 酒井 誠

１ はじめに

「斎宮と伊勢信仰について」（東海の古代285号）では、斎宮を通じて神社神道の成立時
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期について考察してきた。

古代日本においては、磐座や巨木のそびえる場所などを信仰者が集う聖地としてきたが、

７世紀末には、こうした場所に常設の立派な本殿を持った神社ができたと考えている。

『日本書紀』成立以前においては、神社神道を創作した政権の意向を考えると、たとえ

ば元伊勢信仰の場所は、ヤマト政権下に入っていた場所の証であり、ヤマト政権の勢力外

の場所としては、九州や出雲、東北の千葉県や茨城県であり、『日本書紀』成立後に神社

が建設されたものと思う。

次に、先の「古代信仰の原初の姿」（本号）においては、「穂屋」や「オハケ」を本殿を

伴う神社にたどり着く以前の神社発祥の途中段階として仮説を述べた。

そして、本稿「ヤマト政権の神社神道の創作から活用の歴史」では、この考えを補強す

るために、主に各地に残る東北方言の分布を拠り所としてヤマト政権の勢力図を想定し、

神社神道の領域の拡大からヤマト政権の勢力拡大があったことを示す。

一例を挙げれば、静岡県の島田市川根地区（元は榛原郡）に東北弁の残っている地域が

あり、ここはヤマト政権の勢力外であったところと思われる。

２ ３世紀～４世紀のヤマト政権の勢力範囲

私は３世紀～４世紀のヤマト政権の勢力範囲について次のように考えている。

（１）当時のヤマト政権は、天皇が存在したわけではなく、いくつかの連合勢力で運営さ

れていた。

（２）縄文文化の土台の上で、愛知県から静岡県にかけて弥生文化が広がり、その広がり

は、朝鮮半島を通して新しい遺伝子を持った改良型の縄文人が列島内に移動してきた

からだが、かといって縄文人を追い払って弥生人の国を作ったというのは大げさであ

る。そもそも弥生人の存在が明らかになっていない。

（３）３世紀頃、近畿圏の中から強力な連合勢力が現れ、弥生文化を組み込むだけでなく

新しい文化を構築する力が生まれた。それを一般にヤマト政権と呼ぶ。ヤマト政権を

構成する人々は列島内の縄文人が形質変化した人々や渡来系の人がまじりあった人で

あろう。文化だけでなく言語を作り出す力も生まれ、近畿圏を中心に外に向かって文

化・言語を拡散することになる。そうして近畿地方から生まれた言語（語彙）が日本

列島の標準言語になり、柳田国男が『蝸牛考』(1930年)において発表した「方言周圏
かぎゆうこう

論」の学説のように標準語が広がってゆく。文化の中心から、地方に言葉が伝播し、

中心から遠い地方に古い語形が残るとする見方である。しかし、フォッサマグナのラ

インを境に、東の方向にはなかなか拡散して行かなかった。銅鐸文化も静岡県から長

野県中野市を境界として、東のほうには伝播しなかった。そのことは縄文文化を捨て

きれない人々がいたことを意味する。

（４）現在になっても縄文語の痕跡は消滅することなく、各地の方言となって生きている。

特に、島根県から富山県までの日本海伝いに、東北弁の一部が残存する。丹後半島に

は、東北方言が残らないのであるが、それはすでにこの２・３世紀には、近畿圏のヤ

マト政権の勢力地域になっており、その地に住んでいた人々は、中央集権地域から作

り出される言語を話していたからだ。中央から発せられた言語は列島各地に同じスピ

ードで拡散するのではなく、その伝播速度は、列島内でどのような政治的な地位にあ

った場所であるかによって決まってくる。

（５）金田一春彦による日本各地の方言分布や方言区画は次の図のとおり示される。
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「ズーズー弁」（裏日本方言）とは、方言学的には音韻上「し」対「す」、「ち」対

「つ」およびその濁音「じ」対「ず」、「ぢ」対「づ」の区別がない方言である。また、

「ズーズー弁」まではいかないものの、ズーズー弁的特徴を持つ方言の発音体系を「裏

日本的発音」といい「裏日本方言」と呼ぶ。（『金田一春彦著作集第八巻』玉川大学出

版部「音韻」、2005年）。

・内輪方言：中心部で作られた言語が発信されて使われている地域
・中輪方言：中心部から発信された言語が、縄文語の上に書き加えられた地域
・外輪方言：中央から発信された言語の影響が少なく、縄文言語を残している地域
・南島地域：古くは縄文語を残しているが、列島本土との情報が少ない独立した時代

が多いために３母音化がしばらく進んだ地域
また、九州方言を見ると「顔」は、熊本以南では「ズラ」と呼び、他の地域では「か

お」と呼び、驚いたときに「はげー」「あげー」を使用する。九州では、「原」を「バ

ル」と呼び、他の地域では、「はら」と呼んでいる。

（６）以上のことから３世紀～４世紀のヤマト政権の勢力を想定すると末尾の図のように

なる。

３ ５世紀～６世紀のヤマト政権の勢力範囲

（１）出雲とは、島根県周辺を指しているだけでなく、中心は兵庫県から丹後半島にも広
がっており、出雲大社は、現在の亀岡市にある「出雲大神宮」のことであると思う。
それを後世になって、出雲地方では杵築神社を出雲大社と名称を変え、祭神を出雲大
神宮から勧請した。そのために京都市の北部の鴨川周辺には、出雲路、出雲寺、出雲
井於神社（下鴨神社内）が存在しており、出雲の名残を残す。

（２）広島県の三次市をはじめとして、島根県、鳥取県、福井県、石川県、富山県には、
四隅突出型墳丘墓が造られた。しかし、丹後半島には存在せず、そのころにはすでに
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丹後半島はヤマト政権下に入っていたと考えられる。この四隅突出型墳丘墓は、西暦
200年以降に作られたと考えるが、その形態は積石墓にも似ている。ただし、積石の
部分は、古墳の内部までは行き渡らず、表面だけである。この古墳を積石塚古墳に加
える人もいる。西山古墳群、妻木晩田遺跡などが有名である。同じころに作られた楯
築弥生墳丘墓（双方中円墳）も、内部構造を見ると木槨墓の仲間であり、渡来系の影
響がある。
私は、言語学者の小泉保関西外国語大学名誉教授の考えと同じように、日本語の基

礎には縄文語が残っていて、しかも、その縄文語にも各地の方言があったものと考え
ている。もっと言えば、縄文時代の前の旧石器時代でも言語はあり会話していたと考
えている。日本列島のみならず、韓半島内でも多くの方言があり、語彙や音韻学的に
みても、古くから方言があったと言わざるを得ない。その韓国古代語と列島内の古代
言語を比較することで、韓国語と日本語の同祖論も語れるのであるが、両地域におい
ての古代言語の資料があまりにも乏しく、日本語と韓国語がよく似た言語であるとま
でしかたどり着けずに、研究も進展していない。
弥生文化の影響で文化面も言語面も外来の言語（弥生語）が近畿地方にまで一旦は

入ってきたのであるが、縄文語を追い払って弥生語一色になるほどの勢力はなく、依
然として縄文語は残ったとみている。縄文語から語彙の変化は激しいが、文法や音韻
などの変化は残っている。やがて、近畿圏内で、日本独自の文化が生み出され、文化
も言語も発信能力が強力になり、再び外に向かって新しく作られた和語が、列島各地
に拡散していった。もともと列島全域には、方言とは言え、縄文語が広がっていたの
だ。言葉がなく話すこともできない縄文人が日本列島に住んでいたところへ言葉を持
った弥生人が侵略し、縄文人を駆逐して弥生人の国を建設したのではない。
その古くからある縄文語が残っている場所は、東北地方、北海道（アイヌ語）、八

丈方言（古代の東北弁）、琉球方言（奄美大島）などである。しかし、このヤマト文
化圏の中にも文化面にも言語面にも縄文語が隠れていると思うのである。よく観察す
ると古代の言語である東北弁に似たような語彙やイントネーションを見ることができ
る。

（3）元伊勢信仰の話は、『日本書紀』に二度にわたって述べられている。しかし、詳し
くはなく概略のみである。書紀編纂時にはまだ材料に乏しく、元伊勢信仰を詳述する
までに至っていなかった。鎌倉時代に作られた『倭姫命世紀』の中で、物語が作られ
詳しく述べられることになる。
その中に書かれているのは、天照大神と倭 大 国 魂 神の二神はずっと天皇の御殿

やまとのおおくにたまのかみ

の内でお祀りされていたが、天照大神を崇神天皇の皇女である豊鍬入姫命に託し、倭
国の笠縫邑磯城に祀った。

かさぬいむら しき

次に、垂仁天皇の皇女の倭姫命が、豊鍬入姫命から役目を引き継ぎ、天照大神の霊
魂の入った銅鏡を抱き鎮座される地を求めて各地を巡幸したルートが描かれている。
この元伊勢信仰の話を書紀に掲載することで天照大神の存在が途絶えていないよう

にしたのである。
書記の神代紀では、神々の系図がとうとうと述べられているが、それ以降は、神様

の名前がほとんど出てこない。ところが「斎宮と伊勢信仰について」（東海の古代285
号）で示したように、壬申の乱の折には、伊勢社や斎宮が突如として出てくるのであ
る。それまでは、天照大神はどこかに消え去っていた。天照大神が宮中を離れてから、
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伊勢の地に落ち着くまでに、どうしても各地を彷徨していたことにしないと時間的に
辻褄が合わないのである。どこかで存在していたことにしないと矛盾を生じるために、
ヤマト政権が支配していた地域のどこかに存在していたことにして、元伊勢信仰の地
域を作ったと考える。

４ 定説に合わせた作業

天武天皇よりも以前の各天皇は、天照大神に手を合わせなければならないがいったい誰
に手を合わせていたのであろうか。祈らなかったのだろうか。『日本書紀』、『続日本紀』、
『日本後紀』には、天皇が神社に手を合わせる場面が一度も描かれていないし、天智天皇
が、天照大神に手を合わせた場面もない。ましてや、近江京には、今でこそ神社はあるが、
一番歴史のある近江八幡宮には、天智天皇本人が祀られている。
1082年に出版された『太神宮神道或問』には、「間の山」（遊郭があった場所）に位置

だいじんぐうしんとうわくもん あいのやま

する所に、1928年（昭和３年）に陵墓参考地の指定を受けて倭姫命の墓が築かれた。倭
姫命の宮を発掘しても、天智天皇の陵墓を発掘しても、期待するようなものは出土しない
と思う。かえって歴史を考え直さなければならないような問題が生ずる可能性が大きいだ
ろう。
1300年を超えてもいまだに書紀を補填するために「定説」に合わせた作業が進められ

ている。日本の歴史はこれでいいのだろうか。

５ まとめ

３世紀～４世紀のヤマト政権の勢力範囲は、次の図の斜線で示したとおり、近畿地方の

あたりに限られたものと想定した。
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５世紀～６世紀のヤマト政権の勢力範囲は、ズーズー弁など縄文語の痕跡や、四隅突出

型墳丘墓の分布、元伊勢信仰の物語などから想定すると、次の図のとおりであり、山陰な

ど裏日本と九州・東北・北海道はヤマトの勢力範囲に含まれず、およそ瀬戸内海を挟んで

山陽地方と四国北部、近畿地方と関東の一部に拡大したと考えられる。

ときの政権の意向を受けて神社神道を創作した者の立場になって、その領域を考えると、

それは、ヤマト政権下の領域に入っていた場所と一致しているのではないかとの発想に基

づく考察である。

古代阿曇氏の発祥地について
東海市 大島 秀雄

⒈ はじめに

『日本書紀』によれば、阿曇氏やその先祖には応神朝に大浜宿禰、履中天皇即位前紀に

阿曇連浜子、推古朝に阿曇連（闕名）、皇極朝・天智朝に阿曇連比羅夫、孝徳朝に阿曇連

（闕名）、斉明朝・天智朝に阿曇連頬垂、天武朝に阿曇連稲敷がいます。

発祥地については難波説以外に筑前国糟屋郡阿曇郷説もあるとのことですが、この説に

ついては篠川 賢著「古代阿曇氏小考」（成城大学リポジトリ：紀要論文 文学研究科『日

本常民文化紀要』第三十一輯 (2016.3)所収）で否定されていますのでその結論を概観す

ると共に、思うところを述べてみたい。

２．「古代阿曇氏小考」の結論概要

本小考の結論の概要は次のとおりです。

（1）筑前国糟屋郡に阿曇部が設置されていた可能性は高く、その阿曇部を率いた地方伴

造が阿曇連の氏姓を称し志賀海神社を奉斎した可能性や、その阿曇連氏が中央の阿曇

連氏と同族であった可能性も否定できないが、そのことが志賀島やそれを含む北部九
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州地域を本拠地、あるいは発祥の地と考える根拠にならないことは明らかである。

（2）『筑前国風土記』逸文（『釈日本紀』所収）には、大浜・小浜は気長足姫尊（神功皇

后）に従って志賀島に来たという記述がみられるが、大浜が阿曇連氏の祖と伝えられ

る大浜宿禰と同一人物であったとしても、それは、阿曇連氏の本拠が志賀島であった

ことを示すものとはいえない。

（3）『太平記』や『八幡愚童訓』などで知られる安曇磯良の伝承は、楢崎干城氏による詳

細な批判があるとおり磯良の信仰と阿曇連氏の結びつきを古代にまで遡らせることは

できない。

（4）『播磨国風土記』揖保郡浦上里条によれば、孝徳朝の阿曇連百足らはもとは難波の浦

上に居住していたが、のちにこの地に移ってきたとされ、阿曇連氏・阿曇部の分布が

摂津・河内・播磨・淡路・阿波など瀬戸内沿岸東部に多く分布することとをあわせて

考えるならば、阿曇連氏はもともと淡路島を含んだ大阪湾沿岸地域の海人（海の民）

を広く掌握していた一族とみることが可能である。

（5）古代の北部九州に阿曇連氏を首長とした特殊な「海人族」が存在していたという見

方に対しては否定的にならざるを得ない。

３．阿曇氏の概略系譜

阿曇氏の系譜については確かなものはありませんが、『新撰姓氏録』や『高橋氏文』の

逸文などを参考にして、阿曇氏と同祖一族の凡海（大海）氏を含めた想定系譜の概略は次

のとおりです。

書紀によれば、大海宿禰麁鎌（あらかま）は天武天皇崩御時に天武の幼児時代のことに

ついて弔辞を読んだと記され、大海宿禰氏は大海人皇子の養育にあたっていたものと推定

されていますので、阿曇氏と同じく王権に近い一族だったのでしょう。

４．阿曇寺と安曇江

書紀には或本からの引用で、654年(白雉５年)７月、阿曇寺で療養していた僧旻を孝徳

天皇が行幸して見舞ったとの記事があり、異説はあるものの阿曇寺は大阪市中央区高麗橋

一丁目付近に比定され、安曇江は大阪市内の東横堀川沿いの高麗橋と平野橋の中間地に比

定されますので、いずれにしても難波津付近に古代阿曇氏の本拠地があった可能性が高い

ものと考えます。

５．中央への出仕時期の検討

膳氏の場合、埼玉県行田市を本拠地とし、中央へ出仕後もさいたま古墳群に古墳築造が

続いていますので、地方に軸足を残しつつ中央へ出仕して出世するという形態をとってい

ます。

また胸形氏の場合も福岡県宗像市を本拠としつつ膳氏と同様な形態をとっています。

翻って阿曇氏の場合、筑前国糟屋郡阿曇郷付近に目立った古墳も無くとても地方豪族と

は思えませんので、一地方氏族からどのようにして王権にすり寄り中央豪族となり得たの
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か、また安曇氏と同祖一族の凡海氏の伝承が九州地方に残っていないことから本当に九州

を本拠とする氏族なのかは大いに疑問です。

一般的に連姓氏族の本拠地は大和と河内の両方に分布していることが多いとされ、阿曇

氏の場合も同様なケースと考えられます。

持統５年（691年）には阿曇、膳部を含む18氏に先祖の墓記を提出させており、その目

的は通説では書紀編纂の材料にするためとされていますが、『日本書紀成立史攷』（笹川尚

紀、塙書房）によればそうではなくて、初期の天皇陵や有功の皇族墓の所在を決定する際

の資料として使用するためであり、合わせて持統朝よりも前の時期における諸陵墓の治定

に誤りがないかを点検する目的であったとされ、墓記という記述に忠実に向き合った優れ

た論考であると考えます。

従って、阿曇氏の難波から中央への出仕時期は膳氏とほぼ同じであったことが想定され

ますので、履中～雄略朝ではないでしょうか。

６．おわりに

古代阿曇氏は難波津付近の安曇江を発祥とする氏族であり、もう一つの候補地である筑

前国糟屋郡阿曇郷については阿曇部が設置されて部民が多く集住したことにちなむ郷名と

思われ、発祥地の候補から除外しても問題はないものと考えます。

宇家良（うけら）
名古屋市 石田泉城

わが背子を あどかも言はむ 武蔵野(むざしの)の うけらが花の 時なきものを

和我世故乎 安杼可母伊波武 牟射志野乃 宇家良我波奈乃 登吉奈伎母能乎

（万葉集巻14 3379 詠人不知3379）

いとしい人へのこの想いを何と言えばよいのでしょうか。

武蔵野に咲くうけらの花が時を選ばず咲くようにいつも想っているのに

この歌は、いつも恋い焦がれている様を「うけらが花」で比喩しており、野山に咲く花

のなかで、うけらの花を選んで詠っているのは、小さな花だけれども白い花の色が目を惹

くので、それがいとしい人を想う恋心を表現するのにふさわしいからだろうと思います。

そっと想う気持ちを伝えたい。それが何とも愛お

しいですね。

この「うけら」は９月～１０月頃に白い花を咲か

せるので、少し肌寒くなって人恋しくなってきたと

きに詠われたのでしょう。うけらはオケラの古名で、

オケラはなまった言葉です。

京都の八坂神社において元日に行われる、白朮祭
おけらまつり

は、一年の安泰を祈る神事で、本殿前において白朮
おけ ら

の根が混ぜられた鉋 屑に点火して疫気邪気を祓い
かんなくず え き き じ や き

ます。この煙から独特のいい匂いがするそうです。

万葉集の歌の「宇家良」は、花の色形だけでなく、

その香りも想いに含まれているのかもしれません。 オケラ（フリー素材屋Hoshinoより）
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サマーセミナーの状況報告
2024年７月15日（月・祝）に開催

したサマーセミナーは、会場が東海

中学高等学校から名古屋市立あずま

中学校に変更になったことと、当日

が雨天であったことから、少人数に

なると見込んでいました。

やはり、参加者数は10人足らずと

少なくなってしまい残念でしたが、

学生から大人まで幅広い年代の参加者があったのはよかったです。

会場内の雰囲気はこのようなイメージでした。（写真撮影は禁止）

今回のセミナーでは、参加者に考える材料を提供するというスタイルで臨みました。講

座内容は次の三点です。

１ 卑弥呼の時代研究の最近の動向 畑田寿一

２ 吉野ヶ里遺跡は卑弥呼の国か 田沢正晴

３ 卑弥呼と鏡 石田泉城

参加者の感想文を読むと一応こちらの意図が伝わったように思います。一部をご紹介し

ます。来年はもう少し多くの参加者数を期待したいところです。

・私は卑弥呼は老婆のイメージだと思っていたので、この講座を聴いて未婚者にしては年

齢が高いという意味で10代後半かもしれないとの話を聞き驚きました。

栄永大治良さんの卑弥呼のイメージ画に関して、実は私も貫頭衣を着ている卑弥呼を想

像していたので自分の考えを見直すことが出来ました。この講座で、卑弥呼や古墳、鏡

などたくさんのことが知られて楽しかったです。

・学校では少ししか触れられない部分にたくさん触れられて良かったです。深く掘り下げ

ると全く知らないことが出てきてとても面白かったです。特に興味を惹いたのは古代の

鏡のことで、鏡はひとつの種類しか無いと思っていたので多くの種類があることを初め

て知りました。あらためて古代は、未知なことが多いと思いました。

・ご講義ありがとうございました。

歴史にも学説があり教科書で学べることは多数派の見解であることは分かっていなが

ら、どうしても歴史＝暗記するという浅い学習にとどまっておりましたが、本日の講義

を通じて出土品等の事実からもう少し歴史を想像してみる面白さを教えて頂いたように

思います。学ぶこと、考えることは、とても贅沢なことだと実感致しました。ありがと

うございました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

■ 前回の例会の話題

・卑弥呼の時代研究の最近の動向
一宮市 畑田寿一

・吉野ヶ里遺跡は卑弥呼の国か
名古屋市 田沢正晴

・卑弥呼と鏡 名古屋市 石田泉城
・天照大神の起源を探る

東海市 大島秀雄
・人はなぜ真理を追究するのか

刈谷市 酒井 誠

■ 例会の予定
１ 日時 令和６年８月１０日(土)13時半～
２ 場所 名古屋市市政資料館（参加料500円）

■ 来月以降の例会
隣のウィル愛知が工事中のた
め会議室の確保が難しくなって
います。開催日をお間違えなく。
9/15(日)、10/12(土)、11/17(日)、12/15(日）

■ 投稿締切り日 ８月２６日(月)


